Effect of heat release rate shape on combustion noise in PCCI diesel engine by 桑原, 洋樹 et al.
TitleディーゼルPCCI燃焼において熱発生率形状が燃焼騒音に与える影響
Author(s)桑原, 洋樹; 平山, 一輝; 堀部, 直人; 川那辺, 洋; 石山, 拓二










   ディーゼル PCCI燃焼において熱発生率形状が燃焼騒音に与える影響 
 
Effect of heat release rate shape on combustion noise in PCCI diesel engine 
 
学 ○桑原 洋樹 (京大院)  平山 一輝 (京大院) 
正 堀部 直人 (京大)  正 川那辺 洋(京大)  正 石山 拓二(京大) 
Hiroki KUWABARA, Kazuki HIRAYAMA, Naoto HORIBE, Hiroshi KAWANABE and Takuji ISHIYAMA 
Graduate School of Energy Science, Kyoto University, Yoshida-honmachi, Sakyo-ku, Kyoto, 606-8501 
 
1 緒  言 






 2･1 Wiebe関数を用いたシミュレーション 
 3 つの Wiebe 関数を重ねて作成した熱発生率形状から筒
内圧力を算出し，柴田ら(1)と同様の解析方法を用いて筒内
圧力のスペクトルと構造減衰から燃焼騒音を算出した． 
 2.2 エンジン実験 
 実験には外部過給単気筒ディーゼル機関(口径 85mm，行
程 96.9 mm，圧縮比 16.3)を使用した．燃料噴射には二系統
のコモンレール式燃料噴射装置を用い，8 噴孔 0.115 mm の
噴射ノズルを使用した．回転速度を 1500rpm，図示平均有
効圧力(吸排気行程を除く)を 390kPa，吸排気圧力を 102kPa




 3.1 シミュレーションによる検討結果 







は 475Ｊ一定とした．図 2 にこのときの燃焼騒音の周波数
特性とオーバーオール(O.A)値を示す． 











の性能・排気を表 1 に示す． 
図 3 に示すように，メイン噴射圧力は 135MPa のまま，





噴射時期を-3°ATDC に遅角している．表 1 より，パイロッ
ト噴射を加えることで等容度DCVを低下させることなく，
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